




はじめに

大人を相手に教えるって難しいですよね。大人は子どもと

違って、経験があり、自分なりの考えを持っています。プラ

イドも高く、こちらの言うことを素直に聞いてくれない人も

います。納得がいかなければ反論もしてきます。黙って、こ

ちらの話を聞いてくれたとしても、心の中では色々と文句を

言っているのかもしれません。大人と言っても、人それぞれ

十人十色です。

子どもに教える場合であれば、相手は確実に自分より年下

で、経験も自分よりないので、何も考えずに教えられます

が、年上の部下に教えるときは、「この人相手に自分が教え

るなんて、おこがましい……」と腰が引けてしまうこともあ

ります。逆に、大人とは言え若い人が相手だと、人によって

は基本動作ができていない、マナーがなっていないという状

態で、「こんなしつけみたいなことまで教えなくちゃいけな

いのか……」とうんざりする時もあります。男性が女性、女

性が男性に教える難しさもあります。「これってセクハラに

なっちゃうかな」と、気を遣いながら接することもあるでし

ょう。

雇用形態も多種多様です。皆が皆、正社員ではなく、派遣

社員の方、契約社員の方、パートさん、アルバイトさんなど
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色々な立場の方がいます。職場によっては、外国籍の方に教

えることもあります。日本語は何とか分かってくれたとして

も、肝心なことがなかなか伝わらないもどかしさもあるでし

ょう。相手も様々なので、大人相手に教えるって本当に難し

いものです。

しかも、教える自分も、教え方をきちんと学んできたわけ

ではありません。なんとなく見よう見まねで教えているけれ

ど、これが正しいやり方なのかわからない。本業で忙しい

中、いきなり「教える役」を命じられ、正直嫌々ながら教え

ている。「自分もちゃんと教わってきてないのに、他人に教

えることなんてできない」と心の中で不安に思っている人も

いるかもしれません。教えることは自分の仕事ではない、と

割り切っている人もいることでしょう。

多様な背景を持つ大人に対して、教えた経験もない、教え

方も知らない、言ってみれば「素人」がいきなり教える立場

に立つ。これが、大人相手に教える際に感じる難しさの原因

です。だとすれば、「大人相手の教え方」を知れば、その難

しさが解消されるかもしれません。

筆者は、普段企業研修で大人相手に教える仕事をしていま

す。教えている内容は「現場での仕事の教え方」です。現場

で新人や後輩を教える立場になった先輩社員に対して、どの
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ように教えたらよいのかを教える研修をしています。

長いこと講師の仕事を続けていますが、私自身も大人相手

の教え方に悩み、苦しんできました。仕事をしながら３年

間、大学院に通い、自分に足りない点を補おうとしてきまし

た。大学院で学んだことは大きく、自分がこれまで経験則で

やってきたことを整理し、言語化するきっかけをもらいまし

た。また、研修という仕事を通じて多くの参加者と話す中

で、現場での教え方の工夫もたくさん教わってきました。

この本では、それらの現場経験や学術知見を活かし、誰が

相手でも、「これさえ押さえておけば大丈夫」といった教え

方の本質をお伝えできればと思っています。

それでは、これから一緒に、大人相手の教え方について学

んでいきましょう。

関根　雅泰　
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